
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

季
節
の
お
手
入
れ 

  

空
気
の
乾
燥
す
る
季
節
で
す
。
部
屋
の
空
気
が
こ
も
り
が
ち
な
の
で
、
換
気
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

建
築
用
語 

【コ
ー
ン
ベ
ッ
ド
】 

カ
ラ
ー
コ
ー
ン
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
た
め
軽
い
の
で
、
風
な
ど
で
飛
ば
な
い
よ
う
に
付
け
る
重
り
の
こ
と
。 

 

 

 

株式会社 鈴木住研 
TEL 042-424-1449 FAX 042-424-1446 

E-mail info@suzukijyuuken.com 
ホームページ http://www.suzukijyuuken.com/ 

「雑煮」の全国分布がわかる地図が面白い 
正月といえば、おせちと並んで⽋くことができないものが「雑煮」だ。家によって、または地域によってその調理⽅法が異なっ

ているのだが、雑煮の全国分布をわかり易く紹介している地図が注目を集めている。その地図を⾒ると、全国で⾷べられている

雑煮の実態が⼀目でわかるのだ。 

この地図は、お正月を題材にした日本の⾷⽂化を伝える「日本のお正月〜お雑煮をめぐる物語〜」に紹介されているものである。

これは伝承料理研究家で⾷⽂化研究家の奥村彪生（あやお）先生が手がけたものとのことで、日本列島の雑煮⽂化圏が詳細に 

記されている。 

雑煮には大きく分けて、以下の分類があるようだ。 

  

・丸餅⽂化圏 

・角餅⽂化圏 

・すまし⽂化圏 

・⾚味噌仕⽴⽂化圏 

・白味噌⽂化圏 

・小豆汁⽂化圏 

  

このほか、「餅焼く」、「餅煮る」、「あん餅を煮る」など、地域に 

よって味付けはさまざま。これらは京都と江⼾、どちらに影響を 

受けたかによって異なっているそうだ。さらになかに入る具材も、 

⾥芋、⾖腐・焼⾖腐・凍⾖腐、鶏、塩ブリ、塩鮭など、バラエティ 

に富んでいる。地域の特産品や、参勤交代の影響によって独⾃の 

味が誕生したものと思われる。 

 

極力色落ちしないジーパンの洗い方 
手洗いがベストです。洗剤は使わないか、ジーパン専用のものを使用 

しましょう。洗い桶に冷水を入れ、ボタンとファスナーを閉め、裏返し 

たジーパンを浸け込みます。15 分ほど浸けこんだら、30 秒脱水、 

そしてきれいな水ですすぎ、10 秒脱水を 2 回繰り返します。 

油や泥で、ひどく汚れた時以外は、これだけで充分です。水の温度が低いほど色落ちしにくいです。 

ジーパンの色落ち防止方法 

はじめてジーパンを洗う前は、濃い塩水を作り 1 日以上、浸け込んでから洗濯します。 

すると、色落ちしにくくなります。2 回目の洗濯からは、普通に洗っても大丈夫です。 

色落ちしたジーパンを復活 

色落ちしたジーパンを復活させるには、新品のジーパンと一緒に洗うことです。 

ぬるま湯で一緒に洗うことにより多少、色が復活します。 

愛知県⻑久手市岩作三ケ峯の愛・地球博記念公園内にある展⽰施設です。 

宮崎駿監督のアニメ映画「となりのトトロ」に登場する昭和30年代の草壁家の家を 

再現したもので、このサツキとメイの家はお⺟さんが退院して草壁⼀家が楽しく暮らす昭和34年を 

設定しています。 

観覧には基本的にはローソンのLoppiにて日時指定の観覧予約券を購入する必要があり、観覧料は 

30分 500円・中学生以下半額。（2012年 12月現在）。ただ、2012年 12月現在開館日のほとんど

の日で当日予約・当日受付を⾏っている日が多く、当日予約は朝 8時30分より日本庭園茶室付近で 

予約を受け付けているそうです。 

 

ぽち袋の「ぽち」って何︖ 
「ぽち袋」の「ぽち」は、ズバリ古い関⻄弁の「ぽちっと」や関東弁の「これっぽち」という、「わずか」や「⼼ばかり」という

⾔葉からきているそうです︕ 小銭（わずかなお⾦）を入れる袋であることから「ぽち袋」と⾔われるようになったとのこと。

なるほど〜。日本人の謙遜の気持ちからきているんですね。 

お年⽟の意味は︖ ⾦額の相場はどれくらい︖ 

お年⽟の語源は、古来の風習で年神様に奉納された鏡餅を、参拝者に分け与えるという神事からきているそうです。 

鏡餅は元々鏡をかたちどってあり魂を映すもので、「魂＝⽟」ともいわれていました。そこで年神様の⽟＝「年⽟」。 

そして神様のお下がりものだから「御」をつけて「御年⽟」（おとしだま）と称されました。 

この鏡餅をいただいた参拝者である家主が砕いて半紙に包み、家族や使⽤人に分け与えたのが「お年⽟」の起源なんだとか︕ 

その後、お正月の訪問時に「御年始」「御年⽟」と称して贈答物を持参することが多くなり、これが形を変え、家人への贈答物を

「御年賀」「御年始」、子どもたちへのおみやげを「お年⽟」という風に分けるようになったそうです。 

では、あげる側のみなさん。⾦額はどれくらいにすればいいの︖ もちろん決まりはないですが、最近では親戚同士で事前に 

話し合っておく場合が多いようです。また⾃分の子どもが貰ったことへのお礼の必要性から、親の目の前で子どもに手渡しする

のが礼儀。まだお⾦の価値がわからな幼児には親御さんに渡しましょう。 

銀⾏が調査した「お年⽟の平均回答額」のそれぞれ最多回答の値段は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

⾃分の子どもほど少なめで、親類の子どもほど多めですね。 

でも意外なことに、⾃分の子どもだと、社会人になってから⼀気にあがります。やはり親御さんからのボーナスなのでしょうか︖ 

もちろん上記はあくまで平均額なのでご参考までに。 

・親類の子供 

小学校入学前〜小学校⾼学年 3000円 

中学生〜⾼校生 5000円 

大学生 10000円 

社会人 5000円 

・友人・知人の子供 

小学校入学前〜小学校⾼学年 3000円 

中学生〜⾼校生 5000円 

・自分の子供の場合 

小学校入学前 1000円 

小学校低学年 3000円 

小学校⾼学年〜中学生 5000円 

⾼校生〜社会人 10000円 

台所          お父さんの書斎     井⼾小屋 

風窓       穴あきバケツ 

風呂 


